
１・２_山内中学校のスノー暖歩隊17人と金足農業高校ラグビー部の部員ら31人が山内地域武道集落で高齢者宅の雪寄せ
３_東京都府中市の丸伊運輸㈱は４年続けての支援　４・５_『秋田市』から貸与を受けている除雪機械を搬入し、車が交
差できなくなっていた道路で排雪を行う㈱総合電機通信工業。３日間で延べ60人の社員を動員しての作業

　

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
今
冬
の
大
雪
で
す
が
、
２
月

５
日
時
点
で
積
雪
が
１
４
１
セ
ン

チ
ま
で
下
が
り
、
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。
こ

の
大
雪
に
県
内
は
も
と
よ
り
県
外

か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
横
手
に

多
数
駆
け
つ
け
、
作
業
を
行
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
府
中
市
の
丸
伊
運
輸
㈱

は
、
社
長
が
３
年
前
の
大
雪
の
報

道
に
接
し
、
雪
寄
せ
派
遣
を
決
め

今
冬
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
福

田
政
澄
企
画
部
長
ら
７
人
の
社
員

が
１
月
30
日
か
ら
２
月
６
日
ま
で

作
業
。
宿
泊
の
手
配
や
用
具
の
調

達
な
ど
も
同
社
が
行
い
、
用
具
は

全
日
程
終
了
後
、
横
手
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
市
の
㈱
総
合
電
機

通
信
工
業
が
除
雪
機
械
と
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
30
台
で
、
除
排
雪
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
志
村
幸
雄
社
長

も
大
雪
の
状
況
を
知
り
、
何
か
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
と
の
思
い
で
、

３
日
間
で
最
大
限
の
社
員
と
車
両

を
動
員
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
志

村
社
長
は
「
平
成
18
年
豪
雪
で
多

く
の
支
援
を
い
た
だ
い
た
恩
返
し

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
高
校
生
や
中
学
生
な

ど
も
含
め
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
横
手
を
訪
れ
、
雪
の
多
さ
に

驚
き
な
が
ら
も
、
懸
命
に
作
業
に

あ
た
り
ま
し
た
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
数
訪
れ
、市
内
で
作
業

県
内
外
か
ら
支
援
の
輪
広
が
る
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市政の窓  行政報告 市政の窓行政報告 

第１回なすの花ずしコンテスト 

伝統的な漬け物の販路拡大を視野に

の
す
な
る
わ
伝
ら
か
く
古
に
内
市

　

が
士
同
者
産
生
、
し
目
着
に
し
ず
花

漬
て
め
た
ら
あ
、
で
と
こ
る
す
流
交

上
向
の
質
品
、
び
学
を
領
要
の
方
け

コ
し
ず
花
の
す
な
『
た
し
と
的
目
を

月
１
が
』
ト
ス
テ
ン

ら
く
さ
、
日。

た
し
ま
れ
さ
催
開
で
荘

む
住
に
域
地
森
大

　

然
天
、
が
人

だ
ん
込
け
漬
て
し
定
限
に
物
加
添
の

来
出
の
そ
、
し
品
出
を
品
一
の
慢
自

。
た
し
ま
い
合
い
競
を
え
栄

式
株
の
京
東
、
は
に
間
合
の
査
審

　

、
れ
さ
遣
派
間
年
２
に
屋
州
九
社
会

過
の
通
流
ら
か
売
販
の
物
果
や
菜
野

者
加
参
、
が
員
職
の
市
だ
ん
学
を
程

、
は
員
職
。
表
発
を
談
験
経
に
前
を

首
、
は
し
ず
花
「
ら
か
験
体
の
身
自

さ
目
注
に
ど
な
ミ
コ
ス
マ
も
で
圏
都

、
べ
か
浮
い
思
を
卓
食
。
る
い
て
れ

路
販
が
と
こ
る
け
つ
見
を
値
価
加
付

イ
バ
ド
ア
と
」
る
が
な
つ
に
大
拡
の

。
た
し
ま
し
ス

食
を
し
ず
花
、
は
者
加
参
、
た
ま

　

れ
こ
を
い
違
の
味
な
妙
微
、
べ
比
べ

ま
い
て
し
に
考
参
の
方
け
漬
の
ら
か

田
猿
町
森
大
、
果
結
の
査
審
。
た
し

受
を
賞
金
が
ん
さ
子
久
橋
高
の
区
地

宅
自
、
は
す
な
「
は
ん
さ
橋
高
。
賞

。
た
し
ま
れ
く
て
し
話
で
顔

グ
究
研
活
生
域
地
森
大
た
し
催
主

　

の
し
ず
花
の
す
な
、
が
し
催
の
回
今

な
に
り
か
が
足
た
け
向
に
化
品
産
特

。
す
ま
い
て
せ
寄
を
待
期
と
の
も
る

）
略
称
敬
（
果
結
査
審
◆

）
田
猿
・
森
大
（
子
久
橋
高
・
賞
金

袴
・
森
大
（
奈
歌
和
木
々
佐
・
賞
銀

）
形
　
　
　

）
形
袴
・
森
大
（
子
信
田
高
・
賞
銅

試食をして、それぞれの味を参考にする参加者

金賞の高橋さん（左）、銅賞の高田さん（右）

雪の事故防止を考えるシンポジウム 

雪による被害者ゼロを目指して

あいさつをする副知事（円内）と体操を行う参加者

月
１

　

止
防
故
事
の
中
雪
除
、
日

く
ま
か
が
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
た
け
向
に

め
じ
は
。
た
し
ま
れ
さ
催
開
で
館
ら

秋
・
井
堀
て
し
表
代
を
者
催
主
、
に

に
雪
豪
、
は
で
県
「
が
事
知
副
県
田

し
ま
し
置
設
を
部
本
策
対
害
災
る
よ

り
取
な
的
体
具
ど
な
起
喚
意
注
。
た

、
う
よ
す
く
な
を
故
事
て
し
を
み
組

ま
き
い
て
め
努
に
止
防
害
雪
で
力
全

。
た
し
ま
し
つ
さ
い
あ
と
」
す

防
合
総
県
、
は
で
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ

　

や
雪
積
り
よ
幹
主
席
上
谷
納
・
課
災

、
り
あ
が
告
報
の
ど
な
況
状
の
故
事

量
雪
降
、
は
に
状
現
な
刻
深
の
害
雪

る
い
て
し
響
影
く
き
大
が
化
齢
高
と

消
市
、
て
い
続
。
た
し
ま
し
明
説
と

長
係
助
救
原
川
中
の
課
防
警
部
本
防

が
告
報
の
故
事
害
雪
の
市
手
横
ら
か

割
の
故
事
の
者
齢
高
も
で
市
「
り
あ

わ
終
と
り
ま
始
の
業
作
、
く
高
が
合

」
す
で
要
必
が
意
注
に
帯
間
時
の
り

に
雪
、
た
ま
。
た
し
ま
け
か
び
呼
と

と
み
組
り
取
の
へ
ロ
ゼ
者
傷
死
る
よ

や
催
開
の
会
習
講
し
ろ
下
雪
、
て
し

、
な
し
出
し
貸
の
具
用
全
安
し
ろ
下
雪

方
び
結
の
綱
命
、
り
あ
が
明
説
の
ど

さ
演
実
が
』
び
結
い
や
も
『
て
し
と

。
た
し
ま
れ

ス
な
単
簡
な
的
果
効
に
止
防
故
事

　

保
の
課
進
推
康
健
市
た
し
導
指
を
操

か
動
を
体
に
前
業
作
雪
除
「
は
師
健

」
す
ま
り
が
な
つ
に
止
防
倒
転
、
き
で

し
ま
し
話
を
性
要
必
の
動
運
備
準
と

例
み
組
り
取
の
で
域
地
、
た
ま
。
た

十
（隊
い
あ
れ
ふ
下
木
、
れ
さ
介
紹
が

き
い
「
が
長
会
地
菊
の
）
区
地
字
文

に
者
齢
高
に
常
で
場
の
ン
ロ
サ
き
い

綱
命
。
す
ま
い
て
け
か
び
呼
を
意
注

え
代
は
に
命
の
分
自
、
が
だ
倒
面
は

　。
た
し
ま
し
話
と
」
い
な
れ
ら

ウ
ジ
ポ
ン
シ
の
回
今
、
は
者
加
参

　

に
全
万
を
策
対
全
安
、
て
し
通
を
ム

防
の
故
事
、
し
識
認
再
を
と
こ
る
す

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
ぶ
学
を
策
止

命綱の結び方の指導を受ける参加者

いぶしを極める達人たちが勢ぞろい

第８回いぶりんピック 

左から銀賞の高橋香代子さん、金賞の高橋廣子さん、
銅賞の東谷久美子さん

味・見た目・歯ごたえなどを総合的に審査

 

ケ
鶴
泉
温
の
の
い
あ
、
日
５
月
２

　

ピ
ん
り
ぶ
い
回
８
第
に
場
会
を
荘
池

け
だ
の
も
の
来
由
然
天
に
物
加
添

　

』
門
部
ル
カ
シ
ラ
ク
『
う
競
を
味
の

、
に

設
に
た
新
に
的
目
を
大
拡
者
産
生
こ

い
な
ら
わ
だ
こ
は
に
物
加
添
、
た
け

。
た
し
ま
れ
わ
行
が
査
審
、
り
あ
が
品

り
な
と
目
回
８
「
は
ら
か
員
査
審

　

て
れ
さ
一
統
が
味
「」
い
高
が
ル
ベ
レ

」
味
な
か
や
ろ
ま
に
的
体
全
「」
た
き

見
が
夫
工
に
方
し
ぶ
い
、
り
あ
が
性

ル
カ
シ
ラ
ク
『
果
結
の
査
審
。
た
し

見
が
ん
さ
子
廣
橋
高
、
は
で
』
門
部

な
し
に
手
を
樽
金
、
き
輝
に
賞
金
事

顔
笑
と
」
い
た
け
が
心
を
と
こ
る
作

子
キ
ミ
田
藤
た
し
得
獲
を
賞
人
新
で

標
目
を
売
販
に
機
を
れ
こ
「
は
ん
さ

後
今
と
」
い
た
き
い
で
ん
組
り
取
に

。
た
し
ま
べ
述
を
負
抱
の

る
が
な
つ
に
上
向
術
技
の
者
産
生
と

ぶ
い
な
特
独
は
内
場
会
。
会
大
の
こ

　
『第８回いぶりんピック』受賞者（敬称略）
【いぶりがっこクラシカル部門】
 金　賞：高橋廣子（山内・土渕）
 銀　賞：高橋香代子（山内・土渕）
 銅　賞：東谷久美子（山内・土渕）
【いぶりがっこルーキー部門】
 新人賞：藤田ミキ子（山内・駅前）
 審査員特別賞：大和良子（山内・駅前）

住まいと環境東北フォーラムシンポジウム 

住みやすさを文化財にも

源
平
ス
ウ
ハ
ト
ス
ゲ
、
日
２
月
２

　

財
化
文
・
源
平
ス
ウ
ハ
ト
ス
ゲ
『
で

題
と
』
能
性
築
建
と
割
役
の
て
し
と

ま
れ
さ
催
開
が
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
て
し

。
た
し

家
門
専
の
野
分
各
る
す
関
に
築
建

　

ス
ウ
ハ
ト
ス
ゲ
の
場
会
、
り
ま
集
が

財
化
文
て
い
つ
に
蔵
の
田
増
や
源
平

な
的
術
学
て
し
と
い
ま
住
、
て
し
と

な
蔵
の
田
増
「
が
長
市
橋
髙
に
め
始

り
取
を
術
技
の
代
近
に
財
化
文
の
ど

ち
た
私
が
と
こ
く
い
て
し
残
、
れ
入

。
つ
さ
い
あ
と
」
い
た
え
考
と
め
務
の

と
い
ま
住
な
康
健
で
適
快
、
は
で
ン

す
う
ど
に
め
た
る
す
に
う
よ
い
な
け

が
見
意
に
発
活
て
い
つ
に
ど
な
か
る

。
た
し
ま
れ
さ
換
交

地域の力を大学に還元

備
整
点
拠
の）
知
（地
、
日
４
月
２

　

横
と
学
大
田
秋
。
た
し
ま
れ
さ
催
開

大
す
ざ
根
に
域
地
、
し
携
連
が
市
手

い
て
め
進
を
化
強
能
機
の
て
し
と
学

。
す
で
の
も
る
す
と
う
こ

の
官
議
審
学
科
部
文
は
在
現
で
事
知

会
社
る
す
動
変
『
が
氏
子
美
久
東
坂

待
期
に
関
機
育
教
等
高
で
中
の
況
状

を
演
講
調
基
て
し
題
と
』
の
も
る
す

の
も
た
得
で
域
地
、
が
学
大
「
い
行

域
地
、
し
返
て
し
と
果
成
に
域
地
を

」
い
し
ほ
て
げ
な
つ
に
決
解
題
課
の

。
た
し
ま
け
か
び
呼
と

で
働
協
が
学
大
と
市
、
き
続
き
引

　

冷
寒
雪
積
の
帯
地
雪
豪
『
む
組
り
取

医
宅
在
『と
』
災
防
震
地
る
け
お
に
期

に
心
熱
は
者
加
参
、
り
あ
が
告
報
の

。
た
し
ま
い
て
け
傾
を
耳

坂東久美子・文部科学審議官（中央）と質疑
に応じるパネラーの皆さん

建築物の環境性能などについて数値化して
説明



市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

　議会の傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の傍
聴席に直接お越しください。
  なお、団体での傍聴は事前に議会事務局までご連
絡ください。
◆会　期／
　２月24日（月）から３月19日（水）までの24日間
◆日　程／
　２月24日（月）本会議【開会、市長施政方針ほか】
　２月25日（火）本会議【議案審議】
  ３月４日（火）本会議【会派代表質問】
　３月５日（水）～７日（金）本会議【一般質問】
　３月19日（水）本会議【各委員長報告ほか、閉会】
◆時　間／午前10時から（３月19日は予算特別委員
　　　　　会終了後、開催予定）
◆場　所／横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ／市議会事務局（横手庁舎６階）　32-2535

議会を傍聴しませんか

市議会３月定例会開催（予定）のお知らせ
ＨＰページ番号／000015533

奨学金市奨学金貸付制度ＨＰページ番号／000006605、（財）山下太郎顕彰育英会ホームページhttp://yamaiku.jp/　

■
横
手
市
奨
学
金
貸
付
制
度

◆
申
込
資
格
／
今
春
、
高
等
学
校

　

ま
た
は
大
学
等
に
入
学
を
予
定

　

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
在
学
中

　

の
方
で
、
保
護
者
が
横
手
市
内

　

に
住
所
を
有
し
て
い
る
な
ど
、

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
。

◆
貸
付
金
額
／
①
高
等
学
校
、
中

　

等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
高

　

等
専
門
学
校　
　

月
額
２
万
円

　

②
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学

　

校
専
門
課
程　
　

月
額
４
万
円

◆
定
員
／
50
人
程
度

◆
申
込
方
法
／
募
集
要
項
は
、
市

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
、
ま

　

た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課
で

　

３
月
上
旬
か
ら
配
布
し
ま
す（
横

　

手
地
域
は
、
か
ま
く
ら
館
５
階

　

学
校
教
育
課
で
配
布
し
ま
す
）。

　

奨
学
金
貸
付
願
に
所
定
事
項
を

　

記
入
し
、
在
学
証
明
書
、
最
終

　

出
身
校
ま
た
は
在
学
校
の
成
績

　

証
明
書
等
を
添
え
て
、
学
校
教

　

育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間
／
４
月
１
日（
火
）〜

　

30
日（
水
）※
必
着　

※
横
手
市
奨
学
金
貸
付
制
度
は
、

　
他
の
奨
学
金
制
度
と
併
願
、
併

　
用
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
】

　

〒
０
１
３
‐
０
０
２
３　

　

横
手
市
中
央
町
８
番
12
号

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
か   

  

ま
く
ら
館
５
階
）

　

  

３
２
‐
２
４
１
４

■（
一
財
）山
下
太
郎
顕
彰
育
英

会
奨
学
金
・
奨
励
賞
制
度

【
①
大
学
奨
学
生
】

◆
申
込
資
格
／
今
春
、
大
学
へ
入

　

学
さ
れ
る
方

◆
貸
付
金
額
／
月
額
５
万
円

◆
定
員
／
７
人
以
内

◆
申
込
期
間
／
４
月
１
日（
火
）〜

　

30
日（
水
）※
必
着

◆
返
還
免
除
／
最
短
修
業
年
限
で

　

卒
業
し
た
時
は
、
貸
与
し
た
奨

　

学
金
の
60
％
を
返
還
免
除
と
し

　

ま
す
。

【
②
学
術
研
究
奨
励
賞
】

　

専
攻
す
る
学
術
分
野
に
お
い
て
、

独
創
的
で
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た

方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

◆
申
込
資
格
／
秋
田
県
出
身
、
ま

　

た
は
県
内
の
研
究
機
関
に
所
属

　

す
る
個
人
で
、
平
成
26
年
４
月

　

１
日
現
在
で
満
40
歳
未
満
の
方

◆
授
与
件
数
／
２
人
以
内
（
表
彰

　

状
と
副
賞
と
し
て
１
０
０
万
円

　

を
授
与
）

◆
申
込
期
間
／
３
月
１
日（
土
）〜

　

31
日（
月
）※
必
着

【
③
地
域
文
化
奨
励
賞
】　

　

県
内
で
地
域
文
化
向
上
の
た
め
、

学
問
、
技
術
、
芸
術
な
ど
の
研
究

を
継
続
的
に
行
い
、
優
れ
た
研
究

実
績
を
挙
げ
て
い
る
個
人
や
団
体

を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

◆
授
与
件
数
／
１
件
以
内
（
表
彰

　

状
と
副
賞
と
し
て
30
万
円
を
授

　

与
）

◆
申
込
期
間
／
３
月
１
日（
土
）〜

　

31
日（
月
）※
必
着

◎
奨
学
生
・
奨
励
賞
の
申
込
方
法

　

申
請
書
類
は
事
務
局
窓
口
で
直

接
、
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
請
求
で

き
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
『
○
○

申
請
書
類
請
求
』
と
明
記
し
、
１

４
０
円
分
の
切
手
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。
奨
励
賞
の
申
請
書
類
は

育
英
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　
　

※（
一
財
）山
下
太
郎
顕
彰
育
英
会

大
学
奨
学
生
制
度
は
、
他
の
奨
学

金
制
度
と
併
願
で
き
ま
す
が
、
採

用
決
定
時
点
で
ど
ち
ら
か
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
０
５
２
１

　

横
手
市
大
森
町
字
大
森
１
４
５

　
（
一
財
）山
下
太
郎
顕
彰
育
英
会

　
　

２
６
‐
３
５
０
０

　

各
種
奨
学
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
　
〜
奨
学
金
と
学
術
等
奨
励
賞
の
お
知
ら
せ
〜

ＨＰページ番号／000013662
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

市
で
は
、
石
油
価
格
の
高
騰
に

よ
る
家
計
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
対
象
世
帯
に
灯
油
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
世
帯

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
市

に
住
民
登
録
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
や
福
祉

施
設
等
に
入
所
、
ま
た
は
入
院
中

の
方
は
除
く
。

①
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

　

帯
②
障
が
い
者
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

　

お
持
ち
の
方
が
い
る
世
帯

・
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
が

　

い
る
世
帯

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
を
お
持
ち
の
方
が
い
る
世
帯

③
ひ
と
り
親
世
帯
（
母
子
・
父
子

　

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
平
成
26
年

　

３
月
31
日
現
在
で
18
歳
以
下
の

　

子
ど
も
が
い
る
世
帯
） 
 
 

④
市
就
学
援
助
費
交
付
要
綱
に
よ

　

り
、
準
要
保
護
者
と
認
定
を
受

　

け
た
方
が
い
る
世
帯

◆
利
用
条
件

＊
市
が
指
定
す
る
灯
油
販
売
業
者

　

で
利
用
で
き
ま
す

＊
灯
油
券
の
使
用
期
限
は
、
3
月

　

31
日（
月
）で
す

◆
申
請
期
限
／
２
月
28
日（
金
）

【
申
請
受
付
・
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課（
横

　

手
庁
舎
内
）　

3
5
‐
2
1
3
2

　

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

横
手
市
あ
っ
た
か
灯
油
助
成
事
業 

〜
灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
〜

助　成

       
  

お
互
い
の
個
性
や
能
力
を
認
め

合
い
、
『
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ま
ち
』

を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

協
働
で
男
女
共
同
参
画
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
推

進
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
の
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

が
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を

確
認
・
検
討
し
ま
す
。
平
成
26
年

度
は
、
年
２
回
の
会
議
と
研
修
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
に
お
住
ま
い
の
18

　

歳
以
上
の
方

◆
定
員
／
２
人(

男
女
、
各
１
人)

※
応
募
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考

◆
任
期
／
２
年
間
（
４
月
１
日
〜

　

平
成
28
年
３
月
31
日
）

◆
応
募
期
限
／
３
月
14
日（
金
）

◆
応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に
住

　

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

　

番
号
を
記
入
し
、
『
私
が
考
え

　

る
身
近
な
男
女
共
同
参
画
』
を

　

テ
ー
マ
に
４
０
０
字
程
度
の
作

　

文
を
添
え
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

　

ス
、
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ

　

ー
ム
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

〒
０
１
３
‐
０
０
３
６

　

横
手
市
駅
前
町
１
番
21
号

　

市
総
務
企
画
部
男
女
共
同
参
画
・

　

市
民
協
働
推
進
室
（
Ｙ
ぷ
ら
ざ

　

内
）　

３
５
‐
２
１
５
８

　
　

３
２
‐
４
０
５
６　

  

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

ＨＰページ番号／000017493ＨＰページ番号／000017512 共同参画講演会
　

東
京
六
本
木
で
生
産
者
が
レ
ス

ト
ラ
ン
事
業
に
取
り
組
ん
だ
〝
農

業
実
験
レ
ス
ト
ラ
ン
六
本
木
農
園

の
初
代
園
長
を
務
め
た
堀
田
幸
作

氏
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
８
回
全
国
学
校
給
食

甲
子
園
で
特
選
を
受
賞
し
た
増
田

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

事
例
の
発
表
や
県
立
増
田
高
校
農

業
科
学
科
の
皆
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
表
や
意
見
発
表
、
東
北
農

村
青
年
会
議
主
催
の
意
見
発
表
会

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
小
松
谷

正
樹
氏
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
21
日（
金
）午
後
１

　

時
15
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
参
加
費
／
無
料

【
問
合
せ
】

　

増
田
地
域
局
産
業
建
設
課

  　

４
５
‐
５
５
１
５

第
24
回
横
手
市
増
田
地
域
農
業
活
性
化
講
演
会

ＨＰページ番号000001181

平成25年度横手市地域づくり協議会
委員全体研修会を開催します

　これまでの各地域づくり協議会の活動報告や意見
交換会を通して、地域間の情報共有・交流を促進し
地域づくり協議会の活性化を図ることを目的に研修
会を開催します。
　どなたでも参加できますので、多くの市民の皆さ
んの参加をお待ちしています。
◆日　時／３月１日（土）午後３時～５時
◆場　所／浅舞公民館　 
◆内　容／
　・第２期地域づくり計画の概要等について
　・意見交換会　
　　髙橋市長、地域づくり協議会委員、会場の皆さ
　　んで意見交換をします。
◆問合せ／市総務企画部
　　　　　経営企画課
　　　　　（南庁舎内）　　        
　　　　　　35-2164

浄化槽

市　報ＨＰページ番号／000008898
　

平
成
26
年
度
発
行
の
市
報
に
有

料
広
告
を
掲
載
す
る
た
め
に
、
広

告
の
募
集
お
よ
び
広
告
掲
載
申
し

込
み
の
業
務
を
行
う
広
告
代
理
店

を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
業
務
内
容

　
『
市
報
よ
こ
て
』の
平
成
26
年
５

月
１
日
号
か
ら
平
成
27
年
４
月
１

日
号
ま
で
に
掲
載
す
る
広
告
の
募

集
と
掲
載
原
稿
の
提
出

◆
広
告
代
理
店
申
請
条
件

 

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
者

①
横
手
市
入
札
参
加
有
資
格
者
名

　

簿
（
物
品
・
役
務
）
登
録
者

②
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
、

　

営
業
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

　

る
者

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

◆
応
募
方
法

　
広
告
代
理
店
申
請
書
に
所
定
事

項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
市
長
公
室
広
報
・
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当（
南
庁
舎
）

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限

　

３
月
7
日（
金
）午
後
５
時

◆
広
告
代
理
店
の
指
定

　

見
積
額
を
勘
案
し
、
応
募
者
の

中
か
ら
１
者
を
広
告
代
理
店
に
指

定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
市
長
公
室
（
南

　

庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
６
２　

市
報
の
広
告
代
理
店
を
募
集
し
ま
す

※
広
告
掲
載
の
仕
様
や
申
請
書
、 

　

必
要
書
類
は
、
市
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。  

２

〞



Topics

お年寄りの気持ちに寄り添い作成
■聞き書きボランティア冊子贈呈（横手）

お話を聞いたお年寄り一人ひとりに手渡された冊子

　お年寄りの人生やさまざまな体験を話してもらい、聞
き書きの冊子にまとめる過程で、気持ちをくみ取る力を
持ったボランティア育成につなげようと、市と秋田大学
が『聞き書きボランティア』研修を開催しています。１月
28日、研修を受講した高校生からお年寄りへ、聞き書き
により作成した冊子の贈呈がＹ2ぷらざで行われました。
　冊子を受け取ったお年寄りは「自分の話を文字にして
もらってうれしい。若い人とお話をすることはとても楽
しいです」と感謝の気持ちを伝えていました。

 

　１月11日から２月２日まで、神奈川県の横浜・八景島
シーパラダイスを皮切りに兵庫県加古川市など全国７カ
所のイベント会場で『出前かまくら』が行われました。
　これは、横手を代表する伝統行事『かまくら』の良さ
を県外の皆さんにＰＲするため、平成13年から毎年行わ
れています。今年も各会場では横手から運んだ雪で、か
まくら職人が原寸大のかまくらを製作。どんぶくなどを
試着してかまくらの前で記念写真を撮る家族連れや、横
手の物産を買い求める人でにぎわいました。

■出前かまくら2014

横浜・八景島シーパラダイスでの出前かまくら

全国に雪国の情緒を

旧正月を祝う会

　中国の春節（旧正月）にあたる１月31日、大森町国
際交流協会が『旧正月を祝う会』を大森公民館で開催
し、中国出身の女性たちを中心に水餃子づくりなどが
行われました。大雄国際交流協会の会員も参加したほ
か、県の国際交流員が旧正月を祝う切り絵を展示し、
にぎやかな雰囲気の中で交流を深めていました。

（大森）

　平鹿町出身の田中芳雄氏が代表取締役を務める、有
限会社東洋メンテナンス（東京都江戸川区）から、１月
29日、除雪費用に役立ててほしいと1,000万円の寄付
がありました。東洋メンテナンスは、これまでにも市
の教育関係に善意を寄せてくださり、髙橋市長があら
ためて感謝の言葉を伝えました。

大雪を気遣い善意を寄せる（大雄）

  大雄地域の中島地区で２月２日、長太郎稲荷神社の
梵天祭が行われました。奉納前に阿気地区会議の主催
で、梵天の出来栄えを競うコンクールが行われ、西丁
集落が最優秀賞を獲得。その後、地域の無病息災や五
穀豊穣を祈願して梵天４本、小若梵天１本、恵比須俵
４本が威勢よく奉納されました。

長太郎稲荷神社梵天祭

　２月２日、秋田ふるさと村を起点とし、かんじきを履
いて約２キロのコースを散策する『かんじきウオーキン
グ』が行われました。『雪と親しむ日』実行委員会の宇佐
美委員長が「雨模様ですが、歩きやすい雪質です。今日
はたくさん雪とふれあってください」とあいさつした後、
参加者が順番にスタート。かんじきをしっかりと履き雪
を踏む感触を確かめながら、心地よい汗を流しました。
　また、雪中宝探しや手作りアイスクリーム体験も行わ
れ、雪となかよく親しんだ一日となりました。 自然観察を楽しみながら、ゆっくりしたペースで歩く参加者たち

■『いぶりばでぃ』の樽開け（山内）

自分たちが手がけたいぶりがっこに、愛情をこめて丁寧に作業

今年も秋大生の『いぶりがっこ』完成

　秋田大学では地域交流の一環として、学生たちがいぶ
りがっこ作りに取り組んでいます。作業を指導している
山内三又の髙橋登さんの作業所で、１月26日に樽開け作
業が行われました。秋にいぶして漬けた大根を樽から取
り出し洗浄、ひげ根取りを行い、出来栄えを試食した後、
パックに詰めて今年の『いぶりばでぃ』を完成させました。
　初参加の久米康太郎さん（横手市金沢出身）は「地道な作
業があってこそおいしいものができる」と満足気な様子。
製品は、３月頃にタカヤナギ各店で販売される予定です。

雪国・横手の自然を満喫
■かんじきウオーキング（横手）

ちょっと一休みちょっと一休み

■日本語教育・子育て支援講演会（横手）

在住外国人も安心な地域を目指し

　横手市には300人を超える外国人が在住しています。外
国人やその子どもたちが、安心して子育てができる地域
を考える講演会が、１月19日、あさくら館で行われました。
　静岡県で外国人支援に携わっている講師の堀永乃氏が
「外国人は自分の思いをうまく日本語で表現できないこ
とが多く、文化の違いがトラブルのもとになることもあ
る。外国人にも住みやすい環境を作っていこう」と講演。
外国人と接する機会のある参加者たちは、異文化の理解
やコミュニケーションのとり方などを学びました。講師の堀永乃氏（円内）、活発に意見を交換する参加者たち（右）

ほり   ひさの

  ２月２日、秋田ふるさと村で『第21回よこてぼんで
ん唄コンクール』が開催されました。団体を含め約80
人の出場者は仙北荷方節にのせ、自慢ののどを披露。
審査の結果、一般の部では鎌田勲一さん（横手）、小若
の部では照井颯真さん(旭川町内子供会)、奉納団体の
部では佐々木進さん（上真山町内会）が優勝しました。

 横手の風物詩『ぼんでん唄』 （横手）

　１月18日、雄物川の地域づくり団体・明道塾が主催す
る新春恒例の『銀河系宇宙ほらふき決勝大会』が雄物川
コミュニティセンターで行われました。
　入場料は白米コップ１杯というユニークな大会で「銀
河系の頂点を極めよう」とする11組のほら自慢が集結し、
そのスケールの大きさを競いました。ほらふき大賞の栄
冠は、横荘鉄道会社が運行する人類初の銀河鉄道がきっ
かけとなり、横手弁が世界共通語になったと会場を笑わ
せた、今拓也さんと章子さんのご夫婦が手にしました。

■銀河系宇宙ほらふき決勝大会（雄物川）

趣向を凝らした登場で観客を喜ばせる出場者

夢のあるほら話に大笑い

一般の部で優勝した
鎌田さん
一般の部で優勝した
鎌田さん

東洋メンテナンスの田中芳雄代表取締役（右）東洋メンテナンスの田中芳雄代表取締役（右）
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障
が
い
者
総
合
相
談
会

 　
　

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
、
そ
の
ご
家

族
の
、
悩
み
事
や
困
り
事
の
相
談
に
、

専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。
事
前

に
相
談
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
６
日(

木)

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
横
手
市
自
立
支
援
協
議

　

会
（
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

内
）　

３
５
‐
２
１
３
２　
　

　
　

自
分
力
に
気
づ
き
、
い
き
い

　
　

き
ハ
ッ
ピ
ー
な
地
域
に
！

　

自
分
の
子
育
て
を
地
域
に
生
か
し

た
い
方
、
子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ

る
方
な
ど
を
対
象
に
『
自
分
力
・
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
』を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
24
日（
月
）午
前
10
時

　

30
分
〜
正
午
※
参
加
無
料

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
託
児
／
あ
り（
事
前
申
込
み
必
要
）

◆
申
込
み
／
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

３
２
‐
２
４
２
６　

　
　

妊
婦
さ
ん
集
ま
れ
〜
♪
先
輩

　
　

マ
マ
と
お
し
ゃ
べ
り
お
茶
会

　

出
産
や
子
育
て
の
お
話
な
ど
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
３
月
13
日（
木
）午
前
10
時

　

15
分
〜
11
時
45
分

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
５
０
０
円（
お
茶
代
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
５
日（
水
）

◆
申
込
み
／
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
市
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

３
２
‐
２
４
２
６

　
　
『
沐
浴
教
室
』参
加
者
募
集

　　

赤
ち
ゃ
ん
を
安
心
し
て
お
風
呂
に

入
れ
る
た
め
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
11
日（
火
）午
前
10
時

　

〜
11
時

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
無
料

◆
対
象
／
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

◆
定
員
／
５
組
※
要
申
込
み

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０　
　

　
　
　
　

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
は

　
　

各
種
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

就
職
、
転
職
や
進
路
・
進
学
、
起

業
・
創
業
、
新
商
品
開
発
・
販
路
拡

大
な
ど
、
各
種
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

  

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

  

労
働
課
内
）　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

新
入
社
員
の
た
め
の
社
会
人

　
　

に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

◆
日
時
／
３
月
６
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
振
興
会
員
企
業
・
無
料

　

※
会
員
以
外
は
１
人
５
，０
０
０
円

◆
対
象
／
内
定
者
、
新
人
・
若
手
社

　

会
人
（
１
〜
３
年
目
）

◆
定
員
／
25
人

◆
申
込
み
／
秋
田
県
南
工
業
振
興
会

  

事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工
労  

　

働
課
内
）　

３
６
‐
２
３
８
４

　
　

求
職
者
支
援
訓
練
『
Ｏ
Ａ
事

　
　

務
員
養
成
科
』
受
講
者
募
集

　

求
職
者
向
け
と
し
て
３
カ
月
間
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
や
ワ
ー
プ
ロ
、
表

計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
等
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
28
日(

金)

〜
６
月
27

　

日(

金)

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50

　

分
※
土
日
・
祝
日
は
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
で
、
職 

　

業
訓
練
そ
の
他
の
支
援
の
必
要
性

　

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
方

◆
定
員
／
15
人
※
３
月
10
日（
月
）午

　

後
１
時
か
ら
面
接
等
で
選
考

◆
申
込
期
限
／
３
月
４
日(
火)

◆
給
付
金
／
一
定
の
要
件
を
満
た
す

　

場
合
、
受
講
期
間
中
に
給
付
金
を

　

受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　

３
２
‐
１
１
６
５

　
　

秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　
　
『
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
』　

　

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
マ
イ

ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
冬
場
の
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
１
位
か
ら
３

位
ま
で
の
チ
ー
ム
を
表
彰
し
ま
す
。

当
日
は
、
内
ズ
ッ
ク
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
16
日（
日
）午
前
９
時

　

15
分
競
技
開
始
※
午
前
８
時
30
分

　

受
付

◆
場
所
／
大
森
体
育
館

◆
参
加
資
格
／
１
チ
ー
ム
５
人
編
成

　

で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
定
数
／
先
着
48
チ
ー
ム

◆
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
２
，５
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
３
月
10
日(

月)

◆
そ
の
他
／
弁
当（
１
個
５
０
０
円
）

　

を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
の
で
、
申
込

　

み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
／
大
森
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

さ
く
ら（
大
森
体
育
館
内
）

　
　

２
６
‐
４
１
６
７

　
　

増
田
町
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講 

　
　

座
の
受
講
生
を
募
集

　

増
田
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
で
は
、

ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
も
選
定
さ
れ
て

い
る
増
田
の
町
並
み
や
歴
史
的
建
造

物
、
史
跡
・
旧
跡
を
案
内
す
る
観
光

ガ
イ
ド
に
ぜ
ひ
、
ト
ラ
イ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
講
座
は
４
月
中
旬
ま
で
、

平
日
の
夜
間
や
日
曜
日
の
日
中
に
開

講
し
、
計
６
回
の
予
定
で
す
。

◆
日
時
／【
一
回
目
】３
月
８
日（
土
）

　

午
後
７
時
〜

◆
場
所
／
増
田
地
区
多
目
的
研
修
セ

　

ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
増
田
町
観
光
ガ
イ
ド
の

　

会
・
笹
勝
也
会
長

　

  

０
９
０
‐
７
３
２
０
‐
０
４
６
８

　
　

美
の
国
ア
ク
テ
ィ
ブ
カ
レ
ッ

　
　

ジ
『
特
別
公
開
講
座
』　

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
講
師

に
元
県
立
図
書
館
館
長
半
田
和
彦
氏

を
迎
え
、『
戸
村
氏
の
家
臣
団
構
成
』

と
題
し
た
『
特
別
公
開
講
座
・
横
手

キ
ャ
ン
パ
ス
』
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
８
日（
土
）午
後
１
時

　

〜
２
時
30
分

◆
場
所
／
県
立
近
代
美
術
館
６
階
研

　

修
室

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
／
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー

　
　

０
１
８
‐
８
６
５
‐
１
１
７
１

　
　

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は

　
　

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

　

年
度
末
は
、
運
輸
支
局
の
自
動
車

検
査
・
登
録
窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
諸
手
続
を
ご
予
定
の
方
は
、

比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月
上
旬
ま

で
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸

　

支
局
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
　

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
２
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講　
座
講　

座

　　

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座
募　

集

　
　

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
　

　

横
手
税
務
署
内
に
、
確
定
申
告
書

作
成
会
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
所

得
税
・
贈
与
税
は
３
月
17
日（
月
）、

消
費
税
は
３
月
31
日（
月
）ま
で
に
申

告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る
と
申
告

書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）

を
利
用
し
た
場
合
、
還
付
金
を
早
く

受
け
取
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署

　
　

３
２
‐
６
０
９
０

　
　
　
　

　
　

税
の
申
告
無
料
相
談
会

　
　

　

東
北
税
理
士
会
横
手
支
部
で
は
、

税
金
の
申
告
時
期
に
合
わ
せ
て
、
無

料
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
か
ら
事
業
所
得
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
／
２
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

　

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

　

横
手
南
店

◆
相
談
内
容
／
事
業
所
得
、
年
金
、

　

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
特
別
控

　

除
の
還
付
申
告
等

◆
持
参
す
る
書
類
／
①
源
泉
徴
収
票

　

②
健
康
保
険
料
等
・
年
金
等
支
払

　

い
証
明
書
、
③
扶
養
家
族
等
の
生

　

年
月
日
が
分
か
る
も
の
、
④
生
命

　

保
険
料
等
支
払
い
証
明
書
、
⑤
医

　

療
費
の
領
収
書
（
金
額
の
総
額
は

　

計
算
し
て
お
く
）、⑥
住
宅
取
得
等

　

に
関
す
る
各
種
書
類

◆
問
合
せ
／
東
北
税
理
士
会
横
手
支

　

部　

３
５
‐
１
７
０
０

　
　

自
衛
官
『
幹
部
候
補
生
（
一

　
　

般
）』
募
集

◆
受
付
期
限
／
４
月
25
日（
金
）

◆
受
験
資
格
／

　
【
大
卒
程
度
試
験
】　　
　
　
　
　

　

◎
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

　

◎
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は
、

　
　

大
卒（
見
込
含
）

　

◎
修
士
課
程
修
了
者（
見
込
含
）等

　
　

は
28
歳
未
満
の
方

　
【
院
卒
者
試
験
】

　

◎
修
士
課
程
修
了
者（
見
込
含
）等

　
　

で
、
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

◆
試
験
日
／
５
月
10
日（
土
）・
11
日

　
（
日
）※
11
日
は
飛
行
要
員
の
み

◆
問
合
せ
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所　

３
２
‐
３
９
２
０

　
　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
ご
相

　
　

談
く
だ
さ
い

　

個
別
労
働
紛
争
の
解
決
を
秋
田
労

働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
労
働
条

件
や
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
不
当
解

雇
な
ど
の
個
別
労
働
問
題
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

  

ま
た
、
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
や

指
導
、
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ

っ
せ
ん
の
実
施
に
よ
り
解
決
の
促
進

を
図
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
横
手
総
合
労
働
相
談
コ

　

ー
ナ
ー
（
横
手
労
働
基
準
監
督
署

　

内
）　

３
２
‐
３
１
１
１

　
　

２
月
は
『
相
続
登
記
は
お
済

　
　

み
で
す
か
月
間
』
で
す

　

２
月
末
ま
で
、
県
内
の
各
司
法
書

士
事
務
所
で
、
司
法
書
士
が
相
続
登

記
に
関
す
る
相
談
に
、
無
料
で
応
じ

て
い
ま
す
。
相
続
登
記
を
放
置
す
る

と
権
利
関
係
が
複
雑
と
な
り
、
費
用

も
高
く
な
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に
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。
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『国の教育ローン　　　　　　 』のご案内『国の教育ローン　　　　　　 』のご案内

お
知

ら
せ

　高校・大学等への入学時・在学中にかかる費用を
対象とした公的な融資制度です。融資条件などにつ
いてはお問い合わせください。
◆融資額／300万円以内　◆返済期間／15年以内
◆利　率／年2.35％（固定金利、平成26年１月現在）
◆対　象／入学金、授業料、教科書代、アパート等の
　　　　　敷金・家賃などの費用
◆問合せ／日本政策金融公庫秋田支店 国民生活事業
　　　　　　018-832-5641 　

（日本政策金融公庫）（日本政策金融公庫）

相　
談

相　
談
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相　
談

相　
談

相　
談
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談
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せ

県南地区青少年育成運動指導者研修会県南地区青少年育成運動指導者研修会

　　

平成25年度平成25年度

　　　　

　３月末まで、今年の春に卒業を予定している学生、
生徒およびその保護者の方を対象とした『未内定者
への集中支援2014』を実施しています。ハローワー
ク内に設置している『学卒集中支援コーナー』をご
利用ください。
◆内　容／求人情報の提供、応募書類の添削指導、
　　　　　面接指導、個別求人開拓など
◆問合せ／ハローワーク横手 　32-1165

　地域の青少年育成活動を実践している方を対象に、
青少年育成に関わる施策や課題等について研修します。
◆日　時／３月４日（火）13：30～15：50
◆場　所／Ｙ2ぷらざ３階
◆内　容／県の施策「秋田子ども・若者プランと若者
　　　　　の自立支援について」の説明、研修会の報
　　　　　告、事例発表
◆問合せ／市教育委員会生涯学習課   35-2254

雪の重さは大敵！雪害事故にご注意を雪の重さは大敵！雪害事故にご注意を
ＬＰガスを安全・安心にお使いいただくためにＬＰガスを安全・安心にお使いいただくために

　雪下ろし等でＬＰガス設備が
破損する事故が発生しています。
除雪作業の際は、ガス設備に衝
撃を与えないようご注意くださ
い。また、緊急時に容器バルブ
を閉止できるよう、ガス設備周
りの除雪をお願いします。
　　　　　　　 【経済産業省】

催　
し

催　
し

『就職未内定者への集中支援』を実施中です『就職未内定者への集中支援』を実施中です
就職先未内定の学生のみなさまへ就職先未内定の学生のみなさまへ

募　
集



地域からのお知らせ

　　　 
Ｓｈｉｎｉｎｇ Ｍｏｏｎ『ヨガ レッスン』
　ヨガは肩こり解消や姿勢改善、代謝アップなどの効果
が期待できます。忙しい日常から少しだけ離れて、気持
ちよく体と心を癒してみませんか。
●日時／２月18日（火）午前10時30分～・午後６時30分～、
21日（金）午後１時30分～、25日（火）午前10時30分～、27
日（木）午後１時30分～・６時30分～※各回60分 ●場所／
Ｙ2ぷらざ３階　●受講料／１回1,000円（初回500円）お得
な回数券有り　●持ち物／ヨガマットまたはバスタオル、
飲み物　●申込み／吉岡さん 　090-5405-7731
　　
劇団 Ｈｏｚｚｙ ＆ Ｎａｎｃｙ『第９回定期公演』
　『蜘蛛の糸』と『遭難、』の２本を上演します。
●日時／２月22日（土）午後６時～８時45分（５時開場） 
●場所／かまくら館　●入場料／前売券1,000円（当日券
1,300円）　●プレイガイド／喫茶ひらた、かまくら館、
横手市民会館※劇団のホームページからも予約できます
●問合せ／団長 斎藤さん 　090-7790-9463
　
『整理収納アドバイザーの整理収納講座』（１）
　家庭や職場で役に立つ整理収納のノウハウを学んでみ
ませんか。全６回の開催で１回のみの受講も可能です。
●日時／２月23日（日）午後１時～※各回１時間30分程度
●場所／Ｙ2ぷらざ３階 ●受講料／１回1,500円※要申込
●申込み／クドヒビ高村さん 　090-2367-9101
　
南の館 『第113回月例市民将棋大会』
●日時／３月２日(日)午前10時～ ●場所／十文字Ｂ＆Ｇ
海洋センター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円（昼
食、賞品、参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　　　
『横手かまくら凧展示』
　すす竹を使用した、手書きの武者絵大凧を展示します。
●期間／３月２日(日)まで開催中、午前10時～午後４時
※最終日は正午まで　●入場料／無料　●場所・問合せ
／ね・ま～れ（十文字駅前通り）　42-5320
　　　
よこて農家塾３月例会『わらび座観劇』
　生涯を貧農救済に捧げた石川理紀之介のミュージカル
『リキノスケ、走る！』を鑑賞します。
●日時／３月３日（月）午前８時集合　●集合場所／グリ
ンポート杉沢　●参加費／3,500円（チケット・昼食代込） 
●申込み／小田嶋さん 　33-0897
　
『歌の好きな人集まれ』～思いっきり歌声喫茶～
●日時／３月６日(木)午後７時～　●場所／煉瓦屋　●
参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約　●演奏曲
／いい日旅立ち他20曲以上　●申込み／ＮＰＯヒューマニ
ティ コミュニケーション（煉瓦屋内） 　33-2811
　
『第９回 横手市民バドミントン大会』
●日時／３月９日(日)午前９時～　●場所／横手体育館 
●種目／１部～５部のダブルス戦（リーグ戦）　●参加費
／１組：一般3,000円・高校生以下2,000円　●申込期限
／２月26日(水)　●申込み／横手市バドミントン協会事
務局 日野さん 　080-6017-4290
　　
『陶芸教室』 ～こいのぼりの置物作り～
●日時／３月９日(日）午前10時～  ●対象／大人  ●参
加費／600円　●定員／先着10人　●申込開始／２月18日
（火） ●場所・申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　
『無料気功教室』
　簡単で覚えやすい気功を通じて、ストレス社会に負け
ない〝健康な体〟と〝穏やかな心〟を養ってみませんか。
子どもからお年寄りまで、どなたでも参加できます。
●日時／毎週土曜日、午後２時～４時開催　●場所／浅
舞公民館　●問合せ／気功愛好会 　080-9660-5859
　

いどばたプラザ

献血日程 受付

月日・地域 実　施　場　所 種類

２月20日(木)
増　田

２月26日(水)
横　手

全血

受付時間

横手市役所増田庁舎
りんごの里『福寿園』
ＪＡ秋田ふるさと増田総合支店

３月２日(日)
横　手

15：15～16：00

10：00～13：00

10：00～10：45
13：45～14：30

10：00～11：40
13：00～15：40

イオン横手店（旧横手サティ）
（ふれあい献血キャンペーン）

横手警察署

　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。
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美術館の眼Ⅶ
「10年間の収集記録2 0 0 4 - 2 0 1 3」

　開館20年を迎えるに当たり、ここ10年間の収蔵品
を紹介しています。今回は、平成21年から25年まで
に収蔵された作品の中から、日本画・洋画を中心に
展示します。名作の数々を、ぜひご覧ください。
◆展示期間／４月20日（日）まで　　◆観覧料／無料
◆開館時間／9：30～17：00※入館は16：30まで
◆問 合 せ／秋田県立近代美術館 　33-8855

県立近代美術館
企画展

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　2月19・26日、3月5日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　2月19・26日、3月5日（毎週水曜）
　／14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　2月24日（月）
　／13：30～15：00

三又へき地診療所（内科）
　2月18・25日、3月4日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　2月20・27日、3月6日（毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

ご利用前にご確認ください休館日

ご利用前にご確認ください診療日

横手図書館
　2月19・26日、3月3・5日
増田図書館
　2月17・24日、3月3日
平鹿図書館
　2月17～21・25日、3月3・4日
雄物川図書館
　2月19・26日、3月3・5日
大森図書館
　2月18・25日、3月3・4日
十文字図書館
　2月19・26日、3月3・5日
山内図書館
　2月15・16・22・23日、3月1・2日
大雄図書館
　2月16・17・20・24・27日、3月3・6日
雄物川郷土資料館
　2月17・24日、3月3日

ゆっぷる
　2月19日
ゆとり館
　2月18・25日、3月4日
えがおの丘
　2月17・24日、3月3日
大森健康温泉
　2月17・25日、3月3日
ゆとりおん大雄
　2月20日、3月6日
健康の駅トレーニングセンター
　東部
　　2月19・26日、3月5日
　西・南部
　　2月15・16・22・23日、3月1・2日
子どもと老人のふれあいセンター
　2月17・24日、3月3日
南部シルバーエリア
　2月17・24日、3月3日



かまくらin木戸五郎兵衛村2014　～16日、9：30～
道の駅さんない雪まつり　～16日、10：00～、道の駅さんない
かまくらＴｈｅワールド　10：30～、秋田ふるさと村
秋田ノーザンハピネッツホームゲーム『首位決戦』
　　～16日、14：00～、増田体育館　
かまくら　～16日、18：00～、横手地域局前道路公園ほか
元祖さるはんない幻灯　～16日、18：00～、増田狙半内地区
梨木水かぶり　8：30～、梨木愛宕神社（十文字梨木）
ぼんでんコンクール　9：30～、横手地域局前
増田梵天まつり　9：30～、増田中七日町通りほか
　急 平鹿総合病院（浅野医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　急 高橋耳鼻咽喉科眼科クリニック
　　　（横手：耳鼻咽喉科のみ）　32-2275
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
旭岡山神社梵天奉納祭　10：00～、横手地域局前出発
　行 雄物川地域局特別会議室　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
金澤八幡宮ぼんでん　14：00頃～、金澤八幡宮鳥居前
　行 心 増田地区多目的研修センター　9：30～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

増田地域農業活性化講演会　13：15～、詳しくは4ページ
　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
絵本の楽しさ再発見講演会　10：00～、Ｙ2ぷらざ

横手市民スキー大会　8：30～、天下森スキー場
横手市冬季防災訓練　8：45～、増田狙半内地区
ＹＵＫＩＹＯＳＥ世界大会2014inよこて
　　10：00～、横手高校グラウンド
『食と農』フォーラムin横手　13：00～横手セントラルホテル
　急 市立横手病院（細谷医師）　32-5001
　急 山﨑医院分院（平鹿）　24-1181
　児 平鹿総合病院（石橋医師）□32-5124

　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 大森コミュニティセンター

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　　 　10：00～12：00、社協・山内福祉センター　53-3009
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
女子バスケットボールＷリーグ　
地域づくり協議会委員全体研修会　詳しくは5ページ
　急 平鹿総合病院（井田医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421 児 平鹿総合病院　32-5124
　法 相談予約受付開始3月19日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
県南地区青少年育成運動指導者研修会　詳しくは9ページ
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
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【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 

      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター

【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）

　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
　

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8528）

　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 97,250人（ -92） ／ 34,483世帯（+18）
　男　 46,117人（ -41）
　女　 51,133人（ -51）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※１月末現在（前月末比）

横手市
　　の人口
横手市
　　の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

２月16日（日）「シュレック」　　　　　　　　　  【94分】
２月23日（日）「シュレック２」   　　　　    　 【93分】
３月２日（日）「ライオンキング」                【88分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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Ｗリーグ 横手増田大会
2013/14 バスケットボール女子日本リーグ

■３月１日（土）8：30開場
　女子バスケットボー
ルのＷリーグが開催さ
れます。昨年のアジア
選手権で優勝した日本
代表メンバー・渡嘉敷
来夢選手や吉田亜沙美
選手なども出場。日本
を代表する選手たちの
プレーをご観戦くださ
い。午前９時からはミ
ニバスや、秋田県中学
校選抜 対 湯沢翔北高
校の試合も行われます。
◆対　戦／ＪＸ-ＥＮＥＯＳ 対 シャンソン
【開会セレモニー13：30～、試合開始14：00～】
◆入場料／一般・大学生2,000円（当日2,500円）、
　　　　　中学・高校生1,200円（当日1,600円）、
　　　　　小学生700円（当日1,000円）
◆入場券／増田・横手体育館、ドゥ・スポーツ、
　　　　　アルファスポーツほかで販売
◆場所・問合せ／増田体育館 　45-3660

 

　宮城県石巻市にある
石ノ森萬画館とのリレ
ー展示企画として、漫
画家・村枝賢一氏の原
画展を開催しています。
『光路郎』や『ＲＥＤ』と
いった代表作をはじめ
連載中の『妹先生 渚』
など200点を超える原
画や資料を展示します。
　３月29日と30日には
村枝氏が来館しサイン
会も予定しています。
熱いストーリー展開と迫力あるタッチで描かれ
る〝村枝ワールド〟を、ぜひご堪能ください。
◆時　間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
◆休館日／毎週月曜日
◆入場料／小学生・中学生・高校生200円、
　　　　　大学生・一般500円、小学生未満無料
◆場所・問合せ／増田まんが美術館 　45-5556
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『村枝賢一原画展』
増田まんが美術館 第４回特別企画展

■４月６日（日）まで開催中

〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕
12月末の人口を訂正します　
　総数 97,342人 （-78）
　　男 46,158人 （-40）
　　女 51,184人 （-38）
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